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出所:国立社会保障人口問題研究所（2015年は国勢調査による実績値）

日本全国で中山間地域における少子高齢化は加速しており、

当然、吉野町においても人口減少は避けることが出来ない状況である。
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吉野町の現況

高い
高齢化率

2019年4月現在人口ピラミッドグラフ

４９.５％

60代～
70代の割合
が非常に高い
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吉野町の方向性を示す

まちづくり基本条例
みんなで力を合わせてまちづくりを
進めていくために、吉野町のまちづ
くりの仕組みを明確にする。

総合計画
基本構想に定める将来像の実現に
向けた具体的な取り組みを定める。

まち・ひと・しごと
創生総合戦略

人口減少、少子高齢化社会への対応
策を定める。
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吉野町まちづくり基本条例、第４次吉野町総合計画、吉野町まち・ひと・しごと
創生総合戦略の相互関係性について以下の図のように整理している。

まちづくり基本条例・総合計画・総合戦略の関係
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吉野町まちづくり基本条例（平成27年4月施行）

まちの将来を見据えた持続可能な吉野町をつくるために、「町民」「議会」
「行政」が互いの責務と役割を果たしながら協働のまちづくりに取り組むため
の基本的なルールを定める。

町民

議会 町（行政）

〇安全・安心な生活を営む権利

〇行政サービスを享受する権利

〇情報を知る権利

〇意見・提案を表明する権利

〇まちづくり・町政に参画する権利

町民の権利

〇発言・行動に責任を持つ

〇基本的人権の尊重

〇まちづくりの主体であることを

自覚する

町民の責務

〇議会の機能の発揮

〇町民意思の適切な把握

〇開かれた議会運営

議会の役割と責務

〇公正・誠実な町政運営

〇指導力の発揮

町⾧の責務

〇公正・誠実な職務遂行

職員の責務

・選挙

・町政への参画

・町政運営の監視

・政策の意思決定

・情報提供

・公正・誠実な行政サービス

・コミュニティ組織の支援

・情報提供

・わかりやすい説明

・選挙

・町政への参画

・町政運営の説明責任

・政策の提案
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吉野町には８の旧小学校区があり、
その区域内で各１の地域自治団体を
設立することができる。

まちづくり基本条例に基づく住民自治の動き

設立地区 設立年月日

国栖地区自治協議会 H28.6.16

中荘地区自治協議会 H30.9.20

上市笑転会
（上市地区自治協議会）

H30.11.6

中竜門地区自治協議会 H31.3.22

４つの地区で設立

６



住民自治の推進

• 地域自治包括交付金

• 地域自治団体設立準備金
財政支援

• 地域担当職員制度

• 集落支援員の配置
人的支援

町
自治
協議会

町としても自治協議会に対し、財政的・人的支援
を実施
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自治協議会の活動事例（上市地区）

毎年恒例の上市初えびす（初市）において
上市笑転会としても様々なイベントを企画

上市初えびすの様子
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自治協議会の活動事例（上市地区）

関係人口の増加
×
空き家の利活用

早稲田大学、奈良県との連携による
空き家利活用検討事業

町の玄関口である上市地区は県外からの
来訪者との交流も盛ん ９



自治協議会の活動事例（中荘地区）

初となる旧小学校区単位での
夏祭りを自治協議会が主催

これまでなかった花火の
打ち上げも実施
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自治協議会の活動事例（国栖地区）

学校跡地の利活用に
ついて検討を重ねる

次世代を担う若手を中心に地域の
将来について語り合う
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これからの吉野町の取り組み

１．小中一貫教育の推進
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これからの吉野町の取り組み

２．小学校の跡地利活用

吉野町立吉野小学校 吉野町立吉野北小学校

小中一貫教育の推進に伴い、町内の２つの小学校が廃校となる。

その後の活用方法については地域の方々と共に検討
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これからの吉野町の取り組み

３．奈良県との包括連携協定に基づく吉野山のまちづくり
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これからの吉野町の取り組み

４．ワールドマスターズゲームズ2021関西の開催

世界規模の大会の
会場に‼

カヌー（スプリント）
競技の大会が津風呂湖を
会場として開催される。
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これからの吉野町の取り組み

５．世界遺産と文化財の活用

・昨年の宮滝遺跡第69次発掘調査において、大型掘立柱建物の遺構が
検出される

・世界遺産は今年で登録15周年、日本遺産は今年で登録４周年

遺跡公園整備の検討 など

１６平成31年3月 第70次発掘調査成果報告写真



これからの吉野町の将来像を見据える

関係人口の

増加

関係人口の

増加

重点施策の

確実な実現

重点施策の

確実な実現

地域住民との

協働

地域住民との

協働
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ご清聴

ありがとうございました。

清流宮滝


